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　今年５月から行ってきた大曽根ビオトープの整備が７月末で完了しま
した。池の岸辺が急勾配であったため、階段状に整備したり、なだらか
に整形しました。また、下池に溜まった泥土（厚さ５ｃｍ～５０ｃｍ）をバ
キュームにて吸引除去ました。
　工事の際は池の水を抜き、池にいた魚を綾瀬川に放流しました。池
にはモツゴやハゼ等の小魚が多くいたほか、コイやフナなどの大きな
魚が１００匹以上採れました。ライギョやミドリガメ等も数匹確認できま
した。

８月１０日（日）には、大曽根ビオ
トープにて自然観察会が行われ、
子供達やボランティアの人々で賑
わいました。

　

河川愛護モニターの委嘱式が行われました。
　
  ７月１７日（木）河川愛護モニター委嘱式が行われました。
　河川愛護モニター制度は、昭和５０年に「地域住民の方に積極的
な協力を求めて河川の監視体制の強化を図るとともに河川愛護思
想の普及啓蒙する」ため設置されました。
　モニターは２０歳以上の心身とも健康で、河川に接する機会が多
く河川愛護に関心を有する方から、公募により広く一般から募集す
ることを原則としており、今回は河川愛護モニターとして１１人選ば
れました。当出張所管内では、２名の方が２年間モニターとして活
動して頂きます。

　大曽根ビオトープの整備が終わりました。

垳川の水質浄化に向け綾瀬川より試験通水を実施
　
　 ６月１３日（金）、綾瀬川の水を２０分間に渡り、垳川へ試験的に
通水しました。通水時には澱んでいた水の流動が確認され、新聞
記事に「たったこれだけの水が流れ込むだけで川に流れが蘇った。
この流れが川には大切なのです。」というコメントが記されました。
　その後８月６日現在で１２回の通水を実施しており、６月２７日
（金）以降は地域住民の要望もあって通水時間を１時間程度延長
しました。

※垳川は、埼玉県八潮市と東京都足立区の行政境を流れ、綾瀬
　川 と中川を結ぶ延長２．１ｋｍの東京都と埼玉県が管理する一
　級河川です。

が け が わ



   下記のホームページで詳しい情報がチェックできます！
江戸川河川事務所のページ 　 　　江戸川、中川、綾瀬川に関する総合的なサイトです。

　　　　　　　　　　ＨＰアドレス　：　　　http://www.ktr.mlit.go.jp/edogawa/index.html

web広報誌「Ｅ－ｎａ」(イーナ） 　　江戸川、中川、綾瀬川におけるイベント情報やおもしろい記事が満載です。

　   　　　　　　　　ＨＰアドレス　：　　 http://www.edogawa.go.jp/

 川の防災情報                               川の水位や、降雨の状況などがわかる防災用のページです。

　　     　　　　　　 ＨＰアドレス　：　　 http://www.river.go.jp/

 

　
   ８月１日（金）と８月７日（木）の２日間にわたり、中川の河川敷
に産業廃棄物が棄てられました。
　投棄された場所は越谷市東町１丁目（吉川橋すぐ下流）で、家屋
解体した木材や基礎のコンクリートブロック、タイル等の廃材をおよ
そ８m3投棄され、処分に大変困っています。
　 当出張所として警察に捜査の依頼をするとともに、早急の対策
として鋼製の制限柵を設置しており、今後ポールの制限柵に変え
ていく予定です。不法投棄防止のため、制限柵設置にご理解ご
協力をお願いします。また不審な人や車両等が発見された場合は、
当出張所か警察署へ、至急ご連絡願います。

　
    当出張所の近くを流れる元荒川の堤防にフジバカマ
が見られます。
万葉の昔から日本人に親しまれている秋の七草としても
知られていますが、近年は見ることも少なくなったようで
環境省の２００７年のレッドデーターブックでは、準絶滅
危惧種（NT)の植物に載せられているほどです。
８月から１０月に淡いムラサキ色の小さな花をつけること
でこの名前がついたと言われています。
散歩の途中に探されてみてはいかがでしょうか？
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ちょっと一息・・・

産業廃棄物が中川の河川敷に棄てられる


